
31 イブラーヒームが天使に言った｡｢あなたたちは何者
ですか｡何がお望みでしょうか｡｣

32 天使たちは応えて言った｡｢私たちは醜い罪を犯し続
けている民へアッラーによって遣わされた者です｡

33 彼らに土からできた激しい石を投げつけるためです｡
34 イブラーヒームよ、それはあなたの主の御許ですでに

知られていることで、アッラーの定めた境界線を越え、
ひどい不信仰と罪に陥った者に送られるものなのです｡｣

35 そうしてわれらは、ルートの民のうち信者を救い出
し、罪人がこうむる懲罰の巻き添えを食わないようにし
た｡

36 だが、彼らの村には、ムスリムの家族が一家族しかな
かった｡それはルート(平安あれ)の家族である｡

37 ルートの民の村に、懲罰が降りかかった事実を示す痕
跡をわれらは残した｡痛ましい懲罰を恐れる者が教訓を
得て、彼ら(滅ぼされたルートの民)と同じ行いをしないよ
うにするためである｡

38 また、われらがムーサーをフィルアンのもとへ数々の
明らかな証と共に遣わしたことにも、痛ましい懲罰を恐
れる者にとっての印がある｡

39 だが、フィルアンはあえて己の権勢と軍勢をもって真
理に背き、ムーサーについて言った｡｢彼は人心を惑わす
魔術師か、自分で何を言っているのかわかっていない狂
人だ｡｣

40 われらが彼とその軍勢全てを海に投げ込むと、彼らは
溺れ死んだ｡フィルアンは真理を拒み、己を神と主張した
ことに相応しい責め苦を受けるだろう｡

41 また、われらがフードの民アードに雨も接ぎ木も祝福
も運ぶことのない風を遣わしたことにも、痛ましい懲罰
を恐れる者にとっての印がある｡

42 その風は命や財産など、何であれ触れれば引きちぎ
られた服のように破壊させる｡

43 また、サーリフの民サムードに、｢寿命が来てしまう前
に、人生を楽しむがよい｣と言われたことにも、痛ましい
懲罰を恐れる者にとっての印がある｡

44 彼らは主の命令を傲慢に軽んじ、信仰や忠誠を軽ん
じたため、懲罰の到来を待つ中で突然それに襲われた｡ちょうど三日前に懲罰に襲われるのを約束されたところであった｡

45 彼らには懲罰から身を守ることはできず、遮る力もなかった｡
46 これらの者以前にも、われらはヌーフの民を溺死によって滅ぼした｡彼らはアッラーの命に従おうとしない民であったため、懲

罰を受けるに相応しい身となったのである｡
47 諸天をわれらは打ち立て、力によってその構築を完全なものとした｡われらはその両端をさらに広げよう｡
48 そして大地をわれらはそこの住人にとって寝床のように平らにした｡彼らのためにわれらがそれを平らにしたのは、素晴らしい

恩恵である｡
49 オスとメス、天と地、陸と海のようにわれらは全てのものをつがいとして創造した｡きっとあなたたちは全てのものをつがいとし

たアッラーの唯一性を思い起こし、かれの力を思い起こすだろう｡
50 ｢アッラーに忠実であり、背かないことで、かれの懲罰から報奨へと逃げてください｡人々よ、私はあなたたちにとってかれの懲

罰を明白に警告する警告者です｡
51 アッラーの他に何か別のものを崇めてはなりません｡私はあなたたちにとってかれの懲罰を明白に警告する警告者です｡｣

本諸節の功徳:
●イーマーン(内面的な信仰)は、イスラーム(表面的な信仰)よりもレベルが高い｡
●真理を拒む民をアッラーが滅ぼされたことは、全人類にとっての教訓である｡
●アッラーへの恐れには、善行によって至高のかれのもとへ逃げることが求められるのであって、かれから逃げることではない｡

٥٢٢
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52 マッカの民が真理を拒んだように、以前の共同体も
真理を拒んだ｡アッラーの御許より使徒がやって来る度
に、｢魔術師｣や｢狂人｣呼ばわりしたのである｡

53 過去の不信仰者と後代の不信仰者が使徒を拒む口裏
合わせをしたのだろうか｡いや、規を超えた振る舞いが
彼らの共通点である｡

54 使徒よ、これらの真理を拒む者から遠ざかれ｡あなた
が責めを負うことはない｡あなたは伝えるべきことをしか
と伝えたのである｡

55 彼らから遠ざかるからといって、啓発と訓戒をやめて
はならない｡彼らを啓発し続け、訓戒を与え続けよ｡訓戒
はアッラーを信じる者のためになる｡

56 われがジンと人間を創造したのは、われにのみ仕えさ
せるためである｡われに何か別のものを並べ立てて崇め
させるためではなかった｡

57 われは彼ら被造物から糧が欲しいわけでも、食べさせ
てもらいたいわけでもない｡

58 本当にアッラーこそが僕たちに糧を与える御方なの
である｡全ての存在がかれの糧を必要とし、全てのジン
や人間が至高なるかれに従う、強靭な無敵の御方であら
れる｡

59 だから使徒よ、あなたを否定して己を欺く者には、
以前の同類がそうだったように懲罰が待ち受けている｡
その時は定められており、彼らが急かしても無駄である｡

60 アッラーを信じようとせず、使徒を否定した者には、
懲罰の到来が約束されている審判の日に破滅と損失が
あるだろう｡

52．山章（アッ・トール）
マッカ啓示

本章の趣旨:
数々の明白な論拠と証拠によって、預言者（アッラーの祝
福と平安を）を嘘つき呼ばわりする者が投げかける疑念

を払拭すること

説明:
1 アッラーはムーサーに話しかける場とされた山にかけて誓われた｡
2 それから文節に区切られた書にかけて誓われた｡
3 啓示の書のように平らに開かれた紙の書である｡
4 また、天使たちがアッラーにお仕えするために天空で巡礼する館にかけて誓われた｡
5 また、大地の天井とされた高い空にかけて誓われた｡
6 また、水に満ちた海にかけて誓われた｡
7 使徒よ、あなたの主の懲罰は必ず不信仰者に下されると｡
8 彼らのためにかれを止められる者はおらず、懲罰から彼らを守ってくれる者はいない｡
9 空が審判の日を前にどよめき動く日、
10 山という山が元の場所から動く日、
11 その日真理を拒んだ者は、アッラーが不信仰者に約束された懲罰によって破滅と損失をこうむる｡
12 虚偽に夢中で復活も蘇生も気に留めようとしなかった者である｡
13 火獄の炎に乱暴かつ激しく引き立てられて押し入れられ、
14 彼らを非難する声が上がるのである｡｢この炎こそ、あなたたちが使徒の警告を無視して否定していたものである｡｣

本諸節の功徳:
●たとえ手段や人の種別、場所や時代は違っても、不信仰はそれだけで一つの宗教である｡
●使徒はメッセージを確かに伝えた、というアッラーの証言｡
●ジンと人間の創造に込められた英知とは、あらゆる形式でアッラーにお仕えするのを実現することである｡
●審判の日には、この世界の様相は変わってしまう｡
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15 あなたたちが宛がわれたこの罰は果たして魔術だろ
うか、それともあなたたちは目が見えないのか｡

16 この炎の熱さを味わい、苦しむがよい｡熱さの苦しみ
に耐えても耐えなくともよい｡あなたたちが辛抱しようが
しまいが、生前あなたたちがしていた不信仰と罪に対し
ての報いを今日は受けるだけである｡
こうして真理を拒む者への報いを述べられた後、アッラ
ーは誠実で敬虔な者への報いを述べるために仰せられ
た｡

17 ご命令を果たし、禁止を避けることで主を意識する者
には、天国で尽きることのない偉大な恩恵がある｡

18 彼らはアッラーに与えられた食べ物や飲み物、結婚相
手などの甘美さを楽しみ、燃え盛る懲罰から至高のアッ
ラーに守ってもらえる｡使徒よ、言いなさい｡｢人 よ々、私の
主が啓示してくださったことを基に、アッラーの懲罰によ
って皆さんに恐ろしい知らせをお伝えします｡｣だが、真
理の聞こえない人は、アッラーの懲罰で脅かされてもそ
の呼びかけを聞くことはできない｡

19 彼らにはこう言われるのである｡｢好きなだけ食べ、か
つ飲んで祝福を受けよ｡飲み食いしてどこか悪くなるな
ど心配することはない｡あなたたちがなした生前の善行
への報奨である｡｣

20 彼らは整えられた寝台の上に背をもたれかけ、互いに
向かい合いながら座っている｡また、われらは彼らを麗し
い目をした色白の女性と結婚させた｡

21 信じてその子供たちも信仰において彼らに従った者
は、たとえその子供たちが彼らほどの善行に達していな
くても、彼らが喜ぶようにその子供たちも同じところに付
き従わせるだろう｡だが彼らの行いの報奨が減るわけで
はない｡全ての人間は、自らが行った悪しき事で留め置
かれ、他の誰かが肩代わりすることはできないのである｡

22 われらは天国の民に様々な種類の果物を与え、彼ら
が欲するままに肉を与えた｡

23 天国では、酔うことで虚言や罪などのこの世で起こる
こととは無縁の酒杯が与えられる｡

24 彼らのもとでは、貝の中の真珠のように色白で透き通
った肌をした少年が世話をするために立ち回る｡

25 天国の民はお互いに近寄り、生前の状態について尋ね合うのだ｡
26 そして答えるだろう｡｢我々は生前家族と共にいながらも、アッラーの罰を恐れていました｣と｡
27 ｢そうしてアッラーが我々にイスラームへのお導きをお恵みくださり、恐ろしく熱い懲罰からお救いくださったのです｡｣
28 ｢我々は生前からかれを崇め、火獄の罰からお救いくださいと祈っていました｡本当にかれこそは約束をしかと守られる誠実な

御方であり、慈悲深い御方｡その善良さとお慈悲により、我々を信仰へとお導きくださり、天国に入れてくださり、火獄から遠ざけて
くださいました｡｣

29 だから使徒よ、クルアーンによって思い起こさせるがよい｡あなたは信仰と理性をアッラーに恵まれているのであって、ジンに操
られた修道士でもなければ、狂人でもない｡

30 あるいはこれらの真理を否定する者は言うのか｡｢ムハンマドは使徒ではなく、詩人に過ぎない｡我々は彼に死が訪れ、楽になる
のを待ちわびているところだ｡｣

31 使徒よ、彼らに言ってやるがよい｡｢私の死を待つとよいでしょう｡私はあなたたちが私を否定したことで懲罰をこうむるのを待つ
ばかりです｣と｡

本諸節の功徳:
●皆にとっての歓待として喜びが完全なものとなるよう、親子はたとえその一部の者の行いが至らないものであったとしても、天国
で同じ場所に集められる｡
●あの世の酒は飲んでも嫌な影響を引き起こさない｡
●この世で主を恐れる者には、あの世で安心が与えられる｡
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32 果たして彼らの理性が｢彼は修道士や狂人だ｣と言わ
せ、一人の人格に合わないものを合わせようというのか｡
いや、彼らは越えてはならない一線を越える者であり、法
にも理性にも立ち返ろうとはしないのである｡

33 あるいは、｢ムハンマドがこのクルアーンを創作したの
であって、啓示が下されたわけではない｣とでも言うの
か｡彼が創作したわけではない｡だが彼らは傲慢にも彼
を信じようとはしないために｢彼がそれを創作した｣と言
うのである｡

34 万が一にもそれが彼によって創作されたものだという
彼らの主張が正しいのならば、似たような話をもたらし
てみよ｡

35 あるいは創造主なしに彼らは創造されたのか｡または
自分で自分を創造したのか｡創造者なしには被造物はあ
りえず、つくられたものが(無から有を)つくることなどで
きないにもかかわらず、なぜ彼らは己の創造主を崇めよ
うとはしないのか｡

36 あるいは彼らが天地をつくったというのか｡だが彼ら
はアッラーが創造主であることに確信が持てないのであ
る｡もし確信があったなら、かれだけを崇め、かれの使徒
を信じただろう｡

37 あるいは彼らの元には糧のつまった主の宝庫があ
り、誰であれ好きな者に糧を与えられるのか｡さらに預言
者性も操ることができてお望みの者に与奪することがで
きるのか｡あるいは彼らが思い通りに(万物を)支配し操
ることができるのか｡

38 あるいは彼らには空まで上がって行くことのできる階
段があってアッラーの啓示に聞き入り、彼らが正しいと啓
示されたのか｡あなたたちが正しいという主張を裏付け
るような明らかな証と共に、その啓示を聞いたという者
を連れてきてみよ｡

39 あるいは、かれにはあなたたちが嫌う娘があり、あな
たたち自身にはあなたたちが好む息子があるというの
か｡

40 あるいは使徒よ、あなたが主について伝えることで彼
らに報奨を求めるのか｡そんなことをすれば彼らは背負

いきれない責任を負うことになるだろう｡
41 あるいは彼らの元には幽玄界の知識があって、そこから知り得たことを人々に書き知らせ、好きなように伝えるというのか｡
42 あるいはこれらの否定者はあなたとあなたの宗教に対して策略を望むのか｡アッラーを信頼せよ｡アッラーとその使徒を信じな

い者こそが策略に嵌められているのであり、あなたではない｡
43 あるいは彼らにはアッラーの他に正しく崇められる者があるのか｡アッラーは彼らが等しく並べる存在とは無関係であり、かけ離

れた無欠で清浄な御方であられる｡これまでに挙げられたことは全てあり得ず、想定外のことである｡
44 もし空からそのかけらが落ちてきたら彼らは言うだろう｡｢これはいつものように雲が重なっているだけのこと｣｡彼らが訓戒を得

ることはなく、信じることはないのである｡
45 使徒よ、頑固に拒み続ける彼らが懲罰を味わうことになる審判の日に出くわすまで、放っておくがよい｡
46 彼らの策略が多かれ少なかれ少しも役に立たない日、彼らが懲罰からの救済の助けを得られることはないのである｡
47 多神教信仰と罪を犯すことで己を欺いた者には、あの世での懲罰の前に懲罰がある｡この世での殺害と捕虜に加え、この世と

あの世の間の世界では墓の中での懲罰である｡しかしながら彼らのほとんどはそれを知らず、不信仰のままでいるのである｡
こうして多神教徒のありかたが間違っていることを明らかにされると、アッラーは使徒に彼らのことで悩むことはなく、彼らの拒絶
に耐え忍ぶよう命じて仰せられた｡

48 使徒よ、あなたの主の定めとその教えの決まり事に耐え忍べ｡あなたはわれらに見守られているのである｡眠りから目覚めたな
ら、あなたの主を賛美せよ｡

49 また、夜間にもあなたの主を賛美し、礼拝を捧げよ｡それから日中の光で星が消えゆく早朝の礼拝もしかと捧げよ｡

本諸節の功徳:
●一線を越えることは、道を踏み誤る原因の一つである｡
●宗教的真理を裏付けるうえでの理性的な議論の重要性｡
●バルザフ(この世で死を迎えてから最後の審判によって永遠のあの世が始まるまでの中間の世界)の懲罰が確実にあるというこ
と｡
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53．星章（アン・ナジュム）
マッカ啓示

本章の趣旨:
啓示はアッラーからのものであり、間違いないものであ
ることの確認

説明:
1 至高のかれは堕ち行く星にかけて仰せられる｡
2 アッラーの使徒ムハンマドは導きの道から逸れたわけ

ではなく、迷わせられたわけでもない｡正しく導かれた者
である｡

3 このクルアーンを己の我欲に従って語ることはなく、
4 このクルアーンはジブリールを通してアッラーが彼(ム

ハンマド)に下された啓示に他ならないのである｡
5 彼に教えたのは、強靭な力の持ち主ジブリールであ

る｡
6 ジブリールは美しい姿をしており、預言者の前でアッ

ラーに創造されたありのままの姿を見せた｡
7 ジブリールは空高くあったが、
8 預言者に近づき、さらに近さを増してきた｡
9 彼の近さは弓形二つほどか、それよりもさらに近しい

ものであった｡
10 そうしてジブリールは、アッラーの僕ムハンマドに啓示

を下したのである｡
11 ムハンマドの心はその目が見たものについて嘘をつ

いてはいない｡
12 多神教徒よ、夜の旅でアッラーが彼に見せたものにつ

いて、議論するというのか｡
13 ムハンマドはジブリールを夜の旅においてもう一度あ

りのままの姿で見たのである｡
14 それは遥かなるスィドラという第7天にある巨大な木

のふもとでのこと｡
15 この木のもとには、天国の住処がある｡
16 アッラーのご命令でスィドラが倒れるのはすさまじい

事であり、その何たるかを知るのはアッラーだけである｡
17 彼(ムハンマド)の目が右左に傾いたわけでも、視界を超えたわけでもない｡
18 ムハンマドは天空へ高められたその夜、主の御力を示す偉大な印を見た｡すなわち天国や火獄などを見たのである｡
19 多神教徒よ、あなたたちがアッラーの他に崇めるこれらの偶像、ラートとウッザーを見たか｡
20 それから三体のマナートを｡あなたたちに益または害をもたらすのかどうか教えてくれたまえ｡
21 多神教徒よ、あなたたちには好む男子があり、至高なるかれにはあなたたちが嫌う女子があるというのか｡
22 あなたたちが勝手気ままに振り分けるそうした割り当てのなんと罪深いことか｡
23 これらの偶像は意味のない名前に過ぎないのであり、神の性質など少しもない｡あなたたちが父祖と共に自分たちで勝手に名

付けただけである｡アッラーがそれについて明らかな証をもたらされたことはないが、多神教徒は自分たちの思い込みと悪魔が彼
らの心の中で美化した我欲に従うばかり｡彼らの元には主からのお導きがその預言者の口頭でもたらされたが、彼らが導かれるこ
とはなかった｡

24 あるいは、人間には願った通りアッラーに対して偶像の執り成しがあるだろうか｡
25 いや、願い通りのものがあるわけではない｡アッラーにのみあの世とこの世はあり、お望みのものをそこから与えられ、禁じられ

るのである｡
26 諸天にどれほど多くの天使たちがいようとも、アッラーが執り成しの許可を与えてくださり、執り成しを与えられる者に満足して

くださらない限りは、誰かの執り成しを望んだとしてもその執り成しは何の役にも立たない｡アッラーは執り成しのために何か別の
存在を並べ立てる者のために許可することはなく、アッラーの他に執り成される存在として崇められる者に満足することはないの
である｡

本諸節の功徳:
●第7天にいても目を逸らすことのなかった預言者の礼節の完全さ｡
●損益をもたらすこともできないものを崇め、自分たちが嫌がるものをアッラーに帰属させ、自分たちの好むものを選別する多神
教徒の愚かさ｡
●執り成しは二つの条件を満たさなければ達成されることはない｡(神による)執り成す者への許可と執り成される者への満足であ
る｡
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27 あの世での復活を信じない者は、天使のことをアッラ
ーの娘だと思い込んで女性の名前で呼んでいるが、アッ
ラーは彼らの言説とは無縁で超越しておられる｡

28 彼らの命名は何か根拠となる知識に基づいているわ
けではなく、思い込みと嘘に従っているだけである｡真理
を思い込みで置き換えることなどできはしない｡

29 だから使徒よ、主を思い起こすことに背を向けて意に
留めようとせず、この世しか望まない者からは遠ざかれ｡
そうした者はあの世を信じておらず、あの世のために動
くことはない｡

30 これらの多神教徒が唱える天使を女性の名で呼ぶこ
とは、無知なため彼らの知識が到達し得る限界である｡
彼らが確信に至ることはない｡使徒よ、本当にあなたの
主は誰が真理の道から逸れ、誰が導かれるかを誰よりも
ご存知であり、かれに不明なことは何一つないのであ
る｡

31 天地にあるものは皆、所有も創造も計画もアッラーお
独りにのみある｡この世で悪い行いをした者にはそれ相
応に報いられ、最善の行いを尽くした信者には天国で報
いられるためである｡

32 (天国で報いられる者とは)大罪から遠ざかり、小さな
罪までは無理でも醜い違反から遠ざかる者である。小さ
な罪はそれらをやめ、善行に励むことで赦されよう。使徒
よ、本当にあなたの主はお赦し深い御方であり、いつで
あれ悔い改めればその罪を赦して下さる。至高なるかれ
は、あなたたちの状態かつ諸事をあなたたちの父祖アー
ダムを土から創造した時より、またあなたたちが母胎で
さまざまな創造の変遷を経ている時より、誰よりもよくご
存知であられる。かれに不明なことなど何一つない。だ
から自分で自分のことを敬虔だなどと褒め称えてはなら
ない。至高なるかれこそが、そのご命令を守り、禁止を避
けることで誰がかれのことを意識するかをよりよく知って
おられるのである。

33 イスラームに近づいておきながら、それから遠ざかっ
た者の醜い状態を見たことがあるか｡

34 少しのお金を与えただけでもうやめてしまう者｡吝嗇
（りんしょく）に襲われてしまったためだが、それでもなお自画自賛している｡

35 果たして彼のもとには幽玄界の知識があって、それを見ながら話をしているというのか｡
36 あるいは彼はアッラーに対してでっち上げを述べているのか｡あるいはこの自分勝手なことをアッラーの言葉として騙る者は、ア

ッラーがムーサーに下された初期の啓典について知らされていないのか｡
37 主に命じられたことを全て果たし、完全なものとしたイブラーヒームの啓典にも｡
38 かれは人間に自分以外の罪を負わせることはない｡
39 人間には、自分がなした行いへの報いの他にはない｡
40 審判の日には、自分の行いをその目で見ることになるのである｡
41 それから自分の行いの報いを欠けることなく受けることになる｡
42 使徒よ、あなたの主の御許にこそ、死後の帰り処と行き先はあるのである｡
43 またかれはお望みの者を喜ばせ、笑わせ、悲しませ、泣かせる｡
44 またかれはこの世で生者を死なせ、復活により死者を生き返らせるのである｡

本諸節の功徳:
●罪は大小に分けられる｡
●知りもせずアッラーについて勝手なことを騙ることの危険性｡
●自画自賛の禁止｡
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45 またかれは、男と女の二種類を創造された｡
46 精子から、それが子宮に置かれたらである｡
47 またかれは両者の創造を死後復活のために繰り返さ

れる｡
48 またかれはお望みの者に財産を持たせることで富ま

せ、人々が貯め込む財産の中から与えられるのである｡
49 またかれはある多神教徒がアッラーと並び立てて崇

める星シリウスの主であらせられる。
50 またかれは、かつてフードの民アードを不信仰へのこ

だわりのために滅ぼされた｡
51 またサーリフの民サムードも一人残らず滅ぼされた｡
52 またアードやサムードの前にヌーフの民も滅ぼされ

た｡本当にヌーフの民はアードやサムードよりも不義を
なし、ひどい有様であった｡ヌーフが950年もの長きにわ
たってアッラーだけを崇めるように呼びかけ続けたにも
かかわらず、それに応えなかったからである｡

53 また、ルートの民の村を空に上げてひっくり返し、それ
から地上に落とした｡

54 そうして空に上げて地上に落とした後で、石礫で覆っ
たのである｡

55 人間よ、アッラーの御力を示す数々の印のうちの一体
どれをもってして議論するというのか｡啓発を受けはしな
いのか｡

56 あなたたちに遣わされたこの使徒は、以前の使徒た
ちと変わらない｡

57 いよいよ審判が近づいてきた｡
58 アッラーの他には、それをはね除ける者も、覗き見るこ

とができる者もいない｡
59 読み上げられるこのクルアーンがアッラーの御許から

もたらされたことに驚くのか｡
60 馬鹿にして笑うだけで、その教訓を聴いて涙すること

はないのか｡
61 あなたたちはそれを真面目に受け止めず、関心を持

たないのか｡
62 かれにのみ平伏礼をし、真心からの信仰行為を捧げ

るがよい｡

54．月章（アル・カマル）
マッカ啓示

本章の趣旨:
クルアーンは平易になっており、その中にある様々な印と警告も同様であることを想起すること

説明:
1 その時(最後の審判)の到来が近づいた｡そうして預言者の時代に月が真っ二つに割れるという物理的な奇跡が起きた｡
2 多神教徒はたとえ彼の正しさを示す明らかな証拠を目にしようとも、それを受け入れようとはせずに言うのである｡｢我々が見た

証拠という証拠は偽りの魔術だ｣
3 そうして彼らのもとにやって来た真理を否定し、我欲に従ったのである｡全てのことは、それが善であれ悪であれ、審判の日には

相応しいかたちで実現する｡
4 不信仰と不義をやめるに十分なほど、不信仰と不義のせいでアッラーにかつて滅ぼされた共同体の知らせが彼らのもとにはや

って来た｡
5 彼らのもとにやって来たのは、彼らが言い訳できないようになるための完全なる英知である｡アッラーと最後の日を信じない民

には、警告は役に立たない｡
6 使徒よ、彼らが導かれようとしないなら、もう放っておいて背き去るがよい｡そしてそれまで被造物が知ることのなかったほどの

恐ろしい出来事の到来を角笛で告げる天使が呼びかける日まで待つのだ｡

本諸節の功徳:
●クルアーンに感化されないことは、不幸な警告を受けるに等しい｡
●この世でもあの世でも、我欲に従うことの危険性は明らかである｡
●過去の様々な共同体の破滅に教訓を得ようとしないのは、不信仰者の特徴の一つである｡

部 27528星章



7 彼らの視線は恥辱を受けたかのようで、墓から出てイ
ナゴの集団のように清算の場へ急ぐ｡

8 その場へと誘う者へ彼らは急いで行き、不信仰者はそ
こにある厳しい状況と恐怖から言うのである｡｢この日は
何と大変な日だろう｣
不信仰者が使徒の伝教を拒むことを述べると、彼を励ま
すためにアッラーはかつて多くの共同体もそれぞれの使
徒たちを拒んだことを伝えようと仰せられた｡

9 使徒よ、あなたの呼びかけを否定する者の前にもヌー
フの民は否定したのだ｡彼らはわれらの僕ヌーフを遣わ
したときに否定し、彼が伝教をやめないので｢彼は狂人
だ｣と言って罵詈雑言を浴びせたり、脅したりしたのであ
る｡

10 ヌーフは主に祈って言った｡｢私の民に押し負けてし
まいそうです｡彼らは私の呼びかけに応えようとはしませ
ん｡あなたが彼らに下す懲罰でお助けください｡｣

11 そうしてわれらは天の諸門を開き、水を続けざまに降
らせた｡

12 さらにわれらは地上に泉を湧き出させ、そこから水を
溢れさせた｡そうして天から降り落ちた水と大地から湧き
出た水が時を越えた悠久の彼方に定められたアッラー
の命で合わさり、アッラーが助けた者以外は皆溺れるこ
ととなったのである｡

13 われらはヌーフを板と釘でできた船に乗せ、彼とその
そばにいた者を救った｡

14 この船は大波に揺られながらも、自らの民に否定さ
れ、アッラーの御許からもたらしたものを拒まれたヌーフ
への援助として、われらの見守りの中で航海を進めた｡

15 彼らを罰したこの懲罰にわれらは訓戒を遺した｡果た
して教訓を得ようとする者はあるか｡

16 真理を否定する者へのわが懲罰はどんなであった
か｡彼らを破滅させるというわが警告はどんなであった
か｡

17 われらはクルアーンを訓戒の得やすいものとした｡果
たしてそこから訓戒を得ようとする者はあるか｡

18 アードという民もまた彼らに遣わされた預言者フード
を否定した｡マッカの民よ、われの彼らへの懲罰がどんなであったか、彼らへの懲罰でわれが他の者たちにどんな警告をしたかを
よく見てみよ｡

19 われらは彼らに冷たく激しい風を不幸と凶荒の日に送り、彼らを火獄へ連れ去るまで続かせた｡
20 人々が大地から引き抜かれるかのようである｡まるで根っこから引き抜かれるナツメヤシの木のように、頭から放り投げられるの

であった｡
21 マッカの民よ、われの彼らへの懲罰がどんなであったか、彼らへの懲罰でわれが他の者たちにどんな警告をしたかをよく見て

みよ｡
22 われらはクルアーンを訓戒の得やすいものとした｡果たしてそこから訓戒を得ようとする者はあるか｡
23 サムードという民もまた彼らの使徒サーリフが警告したものを否定した｡
24 彼らは否定しながら言ったのである｡｢我 と々同じ人間に従えというのか｡もし我々がこの状態で彼に従ったとしたら、正しい道か

らは遠く逸脱してしまい、むしろ不幸になってしまうだろう｡
25 啓示が我々全員を差し置いて彼一人だけに特別に下されたというのか｡いや、彼は嘘つきで傲慢なだけだ｡｣
26 彼らはやがて審判の日にサーリフあるいは彼らのどちらが嘘つきで傲慢な者かを知るだろう｡
27 われらは彼らを試すために岩からラクダを出して遣わそう｡サーリフよ、彼らがすることかつ彼らにされることをよく見て、彼らの

妨害に耐え忍ぶがよい｡

本諸節の功徳:
●不信仰にこだわり続ける不信仰者に対する祈り(呪い)は許可される｡
●真理を否定する者が滅び、信者が救われるのは、神の摂理である｡
●クルアーンは暗記、訓戒、教訓のために容易なものとされた｡

部 27529月章



28 彼らの井戸水は彼らとラクダの間で分けられるべきも
のと伝えよ｡一日はラクダのため、また別の一日は彼らの
ためにある｡それぞれが指定された日に独占してもよい｡

29 だが彼らはラクダを殺すように供を呼び、民の命に従
うために剣を抜き出してそれ(ラクダ)を殺してしまった｡

30 マッカの民よ、われの懲罰がどんなであったか、彼ら
への懲罰でわれが他の者たちにどんな警告をしたかを
よく見てみよ｡

31 われらは彼らに轟音を一度とどろかせて滅ぼした｡そ
うして彼らは羊を囲う柵のような枯木となったのである｡

32 われらはクルアーンを訓戒の得やすいものとした｡果
たしてそこから訓戒を得ようとする者はあるか｡

33 ルートの民も、彼らに遣わされた使徒ルートが警告し
たものを否定した｡

34 われらは彼らに石礫(つぶて)となる風を送った｡だが
ルートの家族は別であり、懲罰が彼らを襲うことはなく、
われらは彼らを救ったのである｡深夜過ぎに懲罰が下る
前に救出したのであった｡

35 われらが彼らを懲罰から救ったのは、われらの恩恵
であり、ルートに報いたようなこの報奨をわれはアッラー
の恩恵に感謝する者に報いるだろう｡

36 ルートは確かに彼らへわれらの懲罰の恐ろしさを伝
えたが、彼らは議論を吹きかけ、彼を否定しただけであ
った｡

37 ルートの民はルートに、淫らな行いをしようと客人の
天使たちを彼らのもとに置いて行くように話しかけた｡そ
うしてわれらは彼らの目をつぶして見えなくさせて言っ
たのである｡｢わが懲罰とあなたたちへのわが警告の結
果を味わうがよい｡｣

38 翌朝まで懲罰は続き、あの世の懲罰の到来に至るま
で続くこととなった｡

39 そこで彼らに言われるのである｡｢わが懲罰を味わう
がよい｡あなたたちへのルートの警告の結果である｡｣

40 われらはクルアーンを訓戒の得やすいものとした｡果
たしてそこから訓戒を得ようとする者はあるか｡

41 フィルアンの家族には、ムーサーとハールーンが代弁
するわれらの警告がもたらされた｡

42 だが彼らはわれらのもとからもたらされた明瞭な証拠を否定したため、誰にも覆すことのできない、何ものにも遮られない強烈
な罰を与えた｡

43 マッカの民よ、あなたたちのうちの不信仰者は、言及されたこれらの不信仰者、すなわちヌーフの民、アード、サムード、ルートの
民、フィルアンとその民よりも優れているというのか｡あるいはあなたたちには天啓の書によってもたらされた、アッラーの罰から免
れる御墨付でもあるのか｡

44 むしろこれらのマッカの不信仰者は言うのである｡｢我々に悪さをしようとし、我々の団結を分裂させようとする者に我々は皆勝
利するのだ｡｣

45 これらの不信仰者の集団は敗北し、信者の前で敗走するのである｡これはバドルの日に実際に起こったことである｡
46 彼らが否定するその時(審判の日)こそ、彼らが懲罰を受ける約束の日である｡そしてその時は、バドルの戦いで生前彼らが遭遇

した苦しみよりもさらに激しいものとなる｡
47 本当に不信仰と罪をなす犯罪者は真理から迷い去っており、苦しみ苛まされる｡
48 火獄の中に顔から投げ込まれる日、｢火獄の懲罰を味わうがよい｣と彼らは責め立てられるだろう｡
49 われらはこの世界にある全てのものを前もって定めたもので、われらの知識と意思に沿って、庇護された碑版に記したもので創

造したのである｡

本諸節の功徳:
●懲罰は犯罪の実行犯と教唆した者に包括的に下される｡
●アッラーの恩恵に感謝することは、罰から安泰でいられるきっかけとなる｡
●クルアーンが多神教徒のバドルの戦いにおける敗北をそれが実際に起こる前に伝えているのは、クルアーンの正しさを示す幽
玄界の知らせの一つである｡
●定命を信じることは必須である｡
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50 われらが何かを望んだときは一言、｢あれ｣と言うだけ
で望んだものが瞬きの如く立ちどころにある｡

51 われらは過去の数々の共同体で不信仰においてあな
たたちと似た者を確かに殲滅した｡果たしてそれで教訓
を得て不信仰から足を洗おうとする者はあるか｡

52 人間が行うことは全て守護天使の書に記されてお
り、取りこぼすことは何もない｡

53 大小全ての行いは、行いの記録書かつ守護された碑
板に記されており、それ相応の報いを受けるのである｡

54 主のご命令に従い、禁止を避けることで主を意識する
者は、様々な庭園や流れる川の数々を楽しむだろう｡

55 罪も不毛な話もない真実の言葉のみが交わされる集
会の中、全てを所有する王の御許でかれからの永続的な
恩恵について、彼らが何を得られるかなど尋ねるではな
い｡

55．慈悲深き者章（アッ・ラハマーン）
マディーナ啓示

本章の趣旨:
 ジンと人間に、彼らの糧の源は見えようが見えまいがア
ッラーしかないことを知らしめること、そして明白なアッ
ラーの印やこの世とあの世における明瞭なかれのお慈
悲の跡を知らしめること。

説明:
1 広大なお慈悲を持つ慈悲深き御方｡
2 覚えやすく、意味のわかりやすいものとしてクルアー

ンを人々に教えられた｡
3 人間を健やかに創造され、その姿形を美しいものとさ

れた｡
4 どうやって気持ちを表すか、発話かつ筆記で明らかに

する術を教えた｡
5 太陽と月はかれが定め、完全な計算に基づいて動い

ている｡人間が年月や算術を知ることができるようにするためである｡
6 茎のない植物や木 も々至高のアッラーに平伏し、忠実に服従している｡
7 そして空を地上高く持ち上げて天蓋とされ、大地には正義を定められ、人間にそれ(互いに公平であること)を命じられた｡
8 人 よ々、かれが正義を定められたのは、あなたたちが不正を働かないため、そして計量時に騙さないためである｡
9 ものを量るときには公平にし、他者のために計量する際に秤を少なくしてはならない｡
10 また大地を被造物が定住しやすいようにされた｡
11 そこには実りをつける木々があり、そこにはナツメヤシの実をつけるナツメヤシの木がある｡
12 またそこには小麦や大麦のようにもみ殻のある粒や香料とする植物もある｡
13 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一体どれを否定するのか｡
14 かれはアーダムを陶土のようにサラサラとした乾いた土から創造された｡
15 そしてジンの親玉を煙のうちの混じり気のない炎から創造された｡
16 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一体どれを否定するのか｡
17 冬と夏の太陽の両東と両西の主であらせられる｡
18 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一体どれを否定するのか｡

本諸節の功徳:
●行いは大小全て行いの記録書に記される｡
●慈悲深き御方がその恩恵の言及をクルアーンから始められたのは、クルアーンの栄誉を示し、被造物にとってクルアーンがいか
に大きな恵みであるかを示唆するものである｡
●イスラームにおける公平さの地位｡
●アッラーの様々な恩恵は、私たち人間をしてそれらを認め、感謝すべきものであり、否定して恩を忘れることではない｡
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19 アッラーは二つの海を塩水と真水とで混ぜ、目に見え
るかたちで合わさるようにした｡

20 二つの間にはそれぞれが侵食しないように壁があ
り、真水は真水のまま、塩水は塩水のまま保たれる｡

21 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一
体どれを否定するのか｡

22 二つの海の全てから大小の真珠が出てくる｡
23 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一

体どれを否定するのか｡
24 至高のかれにのみ海を走る山のような船を操ること

ができるのである｡
25 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一

体どれを否定するのか｡
26 地上の生きとし生けるものは全て必ず滅びる｡
27 使徒よ、恵み深く最善を尽くして下さる偉大なあなた

の主の御顔は残り、決して消滅することはないのである｡
28 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一

体どれを否定するのか｡
29 諸天にいる天使や大地にいるジンと人間全てがかれ

に己の必要を乞う｡毎日かれは生死や糧を与えるなど、
僕たちの諸事を司っておられる｡

30 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一
体どれを否定するのか｡

31 人間とジンよ、われらはあなたたちの行いを清算し、
報奨または懲罰の相応しいもので全てに報いるだろう｡

32 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一
体どれを否定するのか｡

33 アッラーは審判の日にジンと人間を集めて言われる
だろう｡｢ジンと人間の集団よ、天地のどこかに出口を見
つけられるなら、そうするがよい｡だがそんなことは力と
証明がなければできるわけがなく、あなたたちの一体ど
こにそれがあるというのか｡｣

34 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一
体どれを否定するのか｡

35 人間とジンよ、われらはあなたたちに煙のない混じり
気なしの炎や炎のない煙を送るが、あなたたちにはそれ
を遮ることはできない｡

36 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一体どれを否定するのか｡
37 天使たちの降臨により空が切り裂かれると、その輝きは脂のように赤くなる｡
38 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一体どれを否定するのか｡
39 その偉大な日には、人間もジンも罪を問われることはない｡アッラーは彼らの行いを知っておられるからである｡
40 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一体どれを否定するのか｡
41 罪人たちは審判の日に黒い顔と蒼ざめた目という印で知られる｡彼らは前髪を掴まれて足元を引き寄せられ、火獄に放り込ま

れるのである｡

本諸節の功徳:
●海水と真水が混ざり合わないように接し合う様は、アッラーの御力の証である｡
●全ての被造物が消え行く中で、至高のアッラーだけが永続するのは、僕たる人間にとって気にかけるべきはアッラーの他にはな
いという奨励である｡
●比喩や類例なしにアッラーには相応しい御顔がある｡
●不信仰者には、様々な懲罰がある｡
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42 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一
体どれを否定するのか｡

43 彼らには非難の声が上がるだろう｡｢これこそこの世
で罪人が否定していた火獄である｡もはや目の前の真実
を否定できまい｡｣

44 彼らはその間と猛烈に熱い熱湯の間を行き来するの
である｡

45 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一
体どれを否定するのか｡

46 あの世で主の御前に立つのを恐れ、信じて善行を行
う者には、二つの楽園がある｡

47 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一
体どれを否定するのか｡

48 これらの二つの楽園には、立派な木々が生い茂り、ま
ばゆいほどの実がなっている｡

49 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一
体どれを否定するのか｡

50 その二つの楽園には、水の流れる二つの泉がある｡
51 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一

体どれを否定するのか｡
52 そこには、楽しむことのできる果物全てが二種類ずつ

ある｡
53 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一

体どれを否定するのか｡
54 内側が重厚な絹地でできた寝床に横たわりつつ、そ

の二つの楽園では立っていても座っていても、横たわっ
ていても、手を伸ばせばすぐにもぎ取れるほど果実が近
いところにある｡

55 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一
体どれを否定するのか｡

56 そこには自分の夫にしか視線を向けない女性がい
る｡彼女たちには、人間であれジンであれ、それぞれの
夫が触れる前に触れた者はいない｡

57 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一
体どれを否定するのか｡

58 彼女たちはその美しさと純粋さのあまり、まるでルビ
ーや赤珊瑚のようである｡

59 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一体どれを否定するのか｡
60 主にお仕えするうえで誠意を尽くした者にとっての報奨が、アッラーの良き報奨の他にあり得るだろうか｡
61 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一体どれを否定するのか｡
62 これら二つの楽園の他にも二つの楽園がある｡
63 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一体どれを否定するのか｡
64 それらは青 と々緑が生い茂っている｡
65 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一体どれを否定するのか｡
66 その二つの楽園には、水が溢れんばかりの泉が二つあり、尽きることなく滾 (々こんこん)と湧き出ている｡
67 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一体どれを否定するのか｡
68 その二つの楽園には、たくさんの果実と大きなナツメヤシの木、そしてザクロがある｡
69 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一体どれを否定するのか｡

本諸節の功徳:
●アッラーへの恐れの大切さとその御前に立つ戦慄を思い描くこと｡
●天国の女性が貞淑さで称えられているのは、貞淑さが女性の美徳である証である｡
●報いは、その行いと同種のものより来る｡
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70 これらの数々の楽園には、立ち居振る舞いの洗練さ
れた美しい女性たちがいる｡

71 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一
体どれを否定するのか｡

72 天幕の中で守られている天女たち｡
73 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一

体どれを否定するのか｡
74 彼女らには、それぞれの夫以前にいかなる人間やジ

ンも触れたことはない｡
75 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一

体どれを否定するのか｡
76 緑色のクッションと心地よい敷物に横たわる｡
77 ジンと人間の集団よ、アッラーの多様な恩恵のうち一

体どれを否定するのか｡
78 偉大かつ善良で恩恵に寛大なあなたの主の御名は

高められ、祝福を増すのである｡

56．出来事章（アル・ワーキア）
マッカ啓示

本章の趣旨:
復活の日における僕たちの状態の説明

説明:
1 審判の日が確かに起こったなら、
2 この世で真理を否定したように否定しうる魂は一つと

してないだろう｡
3 (その審判の日という出来事は)罪深い不信仰者を火

獄に入れることで貶めるものだが、一方では主を意識す
る信者を天国に入れることで高めるものでもある｡

4 大地が激しく揺れ動くとき、
5 山という山が粉々に砕け散り、
6 ばらばらの塵屑(ちりくず)となって、
7 あなたたちはその日三種類に分けられる｡
8 右手の民とは、己の記録書を右手で受け取る者であり、その位階のなんと高貴なことよ｡
9 左手の民とは、己の記録書を左手で受け取る者であり、その位階のなんと惨めで酷いことよ｡
10 生前この世で善行を率先して行っていた者は、あの世で率先して天国に入ることができる｡
11 彼らこそ、アッラーの御許で側近とされる者である｡
12 彼らは恩恵の天国の中、多種多様な恩恵を楽しんでいる｡
13 この共同体と過去の共同体の一集団である｡
14 審判の日を恐れさせ、それが確実に起こること、その日における多様な人々の分類とそれぞれの報いを明らかにすること。
15 金で刺繍(ししゅう)された寝台の上で
16 その寝台に横たわりつつお互いに顔を向き合わせ、誰も首元を見ることはない｡

本諸節の功徳:
●アッラーの恩恵や印を思い起こすことは、アッラーを称え、忠実にお仕えしようとする気持ちにつながる｡
●審判の日の光景を目の当たりにさせることで、不信仰者の真理拒絶を断つことができる｡
●生前の行いの違いで、天国の民の位階も違ったものとなる｡

部 27534出来事章



17 彼らの世話をすべく、老いて朽ちることのない少年が
歩き回る｡

18 取っ手のない杯や取っ手のついた水差し、それから尽
きることのない天国の酒の入った杯を持って彼らのそば
を歩き回るのである｡

19 この世の酒のようではなく、飲んでも悪酔いすること
も理性を失うこともない｡

20 これらの少年は彼らが選ぶ果物を持って歩き回り、
21 食欲をそそる鳥肉を持って歩き回る｡
22 また、彼らには天国で美しい大きな瞳をした女性がい

る｡
23 まるで貝殻で守られた真珠のようである｡
24 彼らが生前この世で行った善行への報奨としてある

のである｡
25 天国では、下品な話も話せば話し手の罪となるような

ことも聞かないで済む｡
26 彼らが聞くのは、天使たちの平安の挨拶と、(天国の民

が)お互いに交し合う平安の挨拶だけである｡
27 啓典に誓約した人々とは、それにアッラーの元での最

高の位置と重要性を与える人であること
28 棘のない、害のない杉の木があり、
29 幾重にも実の連なったバナナもあり、
30 消えることのない広大な陰があり、
31 尽きない水が流れている｡
32 数えきれないほどの果物もあり、
33 それらがなくなることはない｡旬の季節があるわけで

もなく、いつ何時も彼らが望んで手に入らないことはな
い｡

34 高 と々上げられた寝床に、
35 われらは言及された天女を前例のないかたちで新た

に創り、
36 触れられたことのない処女とし、
37 夫に対して愛情深く、互いに同い年とした｡
38 われらが彼女らを創ったのは、幸福の印として右手で

連れ行かれる右手の民のためであり、
39 彼らは過去の預言者たちの共同体に属する一団と、

40 最後の共同体であるムハンマドの共同体の一団である｡
41 左側の人とは、啓典を左に置いて、最悪の状況と悪い先行きの人たちである。
42 激しい熱風と熱湯の中、
43 黒煙の陰の中、
44 心地よくはない砂嵐と美しくはない光景、
45 彼らはその懲罰に達する前は生前この世で数々の恩恵に浴していたが、欲を満たすことしか関心を持たなかった｡
46 また彼らはアッラーへの信仰を拒み、かれ以外の偶像を崇めることにこだわった｡
47 また彼らは復活を否定し、嘲りながら言うのだった｡｢我々が死んで土にかえり、朽ちた骨となった後で復活させられるというの

か｡｣
48 ｢我々以前に死んでいった先祖も蘇らせられるのか｡｣
49 使徒よ、これらの復活を否定する者に言いなさい｡｢人々のうち、先達も後代の者たちも、
50 審判の日には必ず(生前の行いの)清算と応報のために集められるのである｡

本諸節の功徳:
●善行はあの世での恩恵を得るきっかけである｡
●贅沢と享楽は罪に陥る原因である｡
●罪をわざと犯し続けるのは危険である｡
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51 正しい道から離れて復活を否定する虚偽の人々は、
52 審判の日にはあなたたちはザックームの木の実とい

う最も醜悪なものを食べることになるのだ。
53 それでその苦い木の実で空っぽのお腹を満たすこと

になる｡
54 そこで飲めるのは猛烈に熱い熱湯だけ｡
55 病で喉を乾かしたラクダがむさぼり飲むように飲むだ

ろう｡
56 述べられたこの苦い食べ物と熱湯が、報いの日に待

ち受けている彼らのためのもてなしなのである｡
57 真理を否定する者よ、あなたたちを無から創造したの

はわれらである｡それでもわれらがあなたたちの死後復
活させるのを信じないのか｡

58 人々よ、あなたたちが妻の子宮に放出する精子を見
たことはあるか｡

59 その精子をつくるのはあなたたちだろうか、それとも
われらだろうか｡

60 われらがあなたたちの間における死を定めたのであ
る｡皆それぞれに寿命があり、それより早まることも遅れ
ることもない｡われらは不能ではないのである｡

61 あなたたちの知る今の姿かたちを取り換え、あなたた
ちの全く知らない姿に創りあげることもできる｡

62 われらがあなたたちを最初の創造でどのように創っ
たかはわかっているだろう｡最初にあなたたちを創った
存在は、死後も復活させられるというのがわからないの
か｡

63 あなたたちが地上でまく種を見たことがあるか｡
64 それらの種を芽吹かせるのはあなたたちだろうか、そ

れともわれらだろうか｡
65 もしわれらが望めば、それらの農作物をあと少しで熟

して収穫できるというところで粉々にすることもできるの
だ｡そうすればあなたたちは、見舞われた災難を前に呆
然とするだけである｡

66 あなたたちは言うだろう｡｢費やしたものが台無しにな
るなんて、我々に罰が当たったのだ｡

67 それどころか、我々には糧が禁じられてしまったの
だ｡｣

68 喉が渇いたときにあなたたちが飲む水を見たことがあるか｡
69 雲から雨を降らせたのはあなたたちだろうか、それともわれらだろうか｡
70 もしわれらが望めば、それらの水を飲み水にも作物への水遣りにも役に立たない塩辛いものとすることもできる｡あなたたちへ

の慈悲として飲みやすい真水にしてもらえたことをアッラーに感謝しようとはしないのか｡
71 あなたたちが様々な用途のために灯す火を見たことがあるか｡
72 火種とする木を創ったのはあなたたちだろうか、それともあなたたちへの優しさとしてそれらをもたらしたわれらだろうか｡
73 われらはこの火をあの世の業火を思い起こさせるものとしてあらしめ、あなたたちのうち旅をする者のために役立つものとし

た｡
74 だから使徒よ、あなたの偉大な主をかれに似つかわしくない全てのものとは無縁な存在として称えよ｡
75 アッラーは星の位置にかけて誓いを立てられた｡
76 これらの位置にかけての誓いのすごさを知っていたなら、本当にそれは数えきれないほどの教訓や印に満ちたすごいものであ

る｡

本諸節の功徳:
●最初の創造を通した復活の容易さの立証は明白である｡
●降水や農作物の成長や火といった人間が様々な用途で役立てるものは、アッラーに感謝すべき恩恵である｡アッラーはいつでも
お望みの時にそれらを取り上げてしまわれることもできるのだから｡
●惑星は降雨に影響を与えると信じるのは不信仰であり、イスラーム以前の時代の慣習である｡
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77 人々よ、読み上げられるこのクルアーンは、高貴な書
であり、多種多様なご利益があるのだ｡

78 人間の目には届かない、守護された碑版に守られた
書である｡

79 それに触れることができるのは、罪や欠点のない清ら
かな天使だけである｡

80 生きとし生けるものの主からその預言者ムハンマドに
啓示されたもの｡

81 多神教徒よ、この話をあなたたちは否定して信じよう
とはしないのか｡

82 数々の恩恵を与えてくださったことへのアッラーへの
感謝をあなたたちはかれへの否定とし、｢あの星やその
星のおかげで雨が降った｣と言って雨の恵みを星のおか
げとするのか｡
復活の根拠をいくつか述べられると、人間には死を防ぐ
ことができない点を示しつつ、かれには容易に繰り返す
ことができ、死なすことができる存在は生かすこともでき
るのを知らしめようとされたのである｡

83 さあ、いざ魂が喉元にまで達したら、
84 その時あなたたちは目の前で自分の魂が抜け出てい

く様を見るだろう｡
85 われらは知識と力と天使によって死の間際にあるあ

なたたち自身よりもあなたたちに近しいが、あなたたち
がそれらの天使を見ることはない｡

86 さあ、もしあなたたちが思い込んでいるように行いへ
の報いのために復活させられることはないというのな
ら、

87 もしあなたたちが正しいのなら、死ぬときに出ていく
この魂を戻してみるがよい｡だがそれはできないだろう｡

88 だがもし故人が率先して善行に勤しむ者だったなら、
89 それ以降疲れはない憩いがあり、よい糧やお慈悲、欲

しいものは何でも得られる天国が与えられよう｡
90  91 故人が右手の民の一人であったなら、心配するこ

とはない｡彼らには平安と安全がある｡
92 だが故人が使徒のもたらしたものを否定する、正道を

踏み誤った者の一人であったなら、
93 その者を待ち受けるもてなしは煮えたぎる熱湯であり、
94 火獄の業火で焼かれることとなる｡
95 使徒よ、本当にわれらがあなたに物語ったこれは、疑いなき真理である｡
96 だからあなたの偉大な主の御名を称え、欠陥からはかけ離れた清き御方とせよ｡

57．鉄章（アル・ハディード）
マディーナ啓示

本章の趣旨:
信仰とアッラーの道に支出することについての、精神的な向上

説明:
1 天地の生きとし生けるものはアッラーを完全無欠な存在として称える｡かれは威力並びない無敵の御方であり、誰もかれを打ち

負かすことはできない｡その創造と計画において英明な御方であられる｡
2 かれにのみ天地の王権はあり、お望みの者を生かし、お望みの者を死なせる｡かれは万能な御方であり、どんなものもかれを遮

ることはできない｡
3 かれこそはその前に何もない最初の存在であり、その後に何もない最後の存在であり、その上に何もない顕現者にして、その内

に何もない内奥者かつ全てのことを知る存在であって、かれが見逃すことは何もない｡

本諸節の功徳:
●死の眩暈の激しさとそれを払いのけることのできない人間の無能さ｡
●基本的に、アッラーが何らかの英知のために見せられる他は、人間に天使を見ることはできない｡
●｢最初の者、最後の者、顕現者、内奥者｣というアッラーの御名前の数々は、アッラーへの尊崇の念を高め、万事アッラーに見られ
ているという気持ちを高めるものである｡

部 27537出来事章



4 かれこそは天地を日曜日で始まり金曜日で終わる6日
で創造された御方｡かれはそれらを瞬きよりもわずかな
時間で創造できる｡それから至高のかれは玉座のうえに
完全無欠なかれに相応しい高みに上がられた｡かれは
大地に染入る雨や種などを知り、大地から出る植物や鉱
物なども知り、天から降る雨や啓示などや、天に昇る天
使、それから僕たちの行いやその魂を知っておられる｡
人々よ、かれはあなたたちがどこにいてもその知識によ
ってあなたたちと共におられ、かれに不明なことは何一
つない｡アッラーはあなたたちのしていることを見ておら
れ、かれに不明なことは何一つなく、行いに応じて報い
られるのである｡

5 かれにのみ天地の王権はあり、かれにのみ諸事は帰
り行く｡そうしてかれは審判の日に被造物をそれぞれの
行いに応じて報いられるのである｡

6 かれが夜を昼に入れることで暗闇がもたらされ、人間
は寝ることができる｡またかれが昼を夜に入れることで
光がもたらされ、人間は仕事に赴くことができる｡かれは
その僕たちの胸中にあるものを知っておられ、何一つ不
明なことはない｡

7 アッラーとその使徒を信じ、アッラーがあなたたちを
権利の代行者とされた財産を費やし、かれが定めた方法
にのっとって使うがよい｡あなたたちのうちアッラーを信
じてかれのために自分の財産を費やす者には、かれの
御許における天国という偉大な報奨がある｡

8 あなたたちをアッラーへの信仰から妨げるものは何
か｡あなたたちが至高の主を信じるようになるのを願っ
て使徒が呼びかけているというのに｡あなたたちが信者
ならば、アッラーがあなたたちを祖父の腰元から取り出
したときにかれを信じるよう誓約を交わしたはずである｡

9 かれこそはその僕ムハンマドにあなたたちを不信仰
の闇から信仰と知識の光へと導き出すために、明らかな印を下した御方｡本当にかれはあなたたちのもとへ導き手かつ吉報の伝
達者としてご自分の預言者を遣わされた、哀れみ深く慈悲深い御方であられる｡

10 あなたたちをアッラーのための施しから妨げるものは何か。アッラーにこそ天地は相続されるのである。信者よ、マッカ開城の前
からアッラーのお悦びを求めてアッラーのために施し、イスラームを支えるために不信仰者と戦った者が、マッカ開城の後でそう
した者と等しいなどということはない。マッカ開城の前からアッラーのために施し、戦った者は、その後でそうした者よりもアッラー
の御元における地位は高いのである。アッラーは双方に天国を約束してくださった。アッラーはあなたたちの行いを熟知しておら
れ、何一つ不明なことはなく、行いに応じて報いられるのである。

11 アッラーのために気持ちよく財を施す者は誰か｡そうすればアッラーはその者が費やした分の何倍もの報奨を与えて下さり、審
判の日にも天国というよい報奨があるだろう｡

本諸節の功徳:
●財産はアッラーの財であり、人間はそれを委託されているに過ぎない｡
●信者の位階は、信仰と善行への率先励行により異なる｡
●アッラーのための施しは、財産の祝福と増大をもたらすきっかけとなる｡

部 27538鉄章



12 信者が男女ともに、自らの光がその眼前や右側を先
導するのを見る日、彼らには言われるのだ｡｢今日あなた
たちには、城下や木々の下を川が流れる楽園に永遠にい
られるという吉報がある｡その報奨こそは、それ以上ない
偉大な勝利なのだ｡｣

そうしてアッラーはその日の信者の状態を述べられた
後、偽信者の状態を述べるために仰せられた｡

13 偽信者が男女ともに信者に、｢橋を渡る助けとなるあ
なたたちの光にあやかれるよう私たちのほうを見てく
れ｣と言う日、彼ら偽信者には嘲笑うようにこう言われ
るのだ｡｢自分の後ろ側に戻って光を求めればよいだろ
う｡｣すると彼らの間には壁が置かれ、その壁には扉があ
り、信者に接した内側には慈悲が、偽信者に接した外側
には懲罰がある｡

14 偽信者は信者にこう言って呼びかけるのだ。「私たち
もあなたたちと共にイスラームに従っていたではない
か。」だが、そこでムスリムは答えるだろう。「確かにあな
たたちは私たちと共にいたが、あなたたちは自分を偽善
で災いに陥れ、破滅してしまったのだ。あなたたちは信者
が負けるのを待ちわび、不信仰を宣言してアッラーの信
者へのお助けや死後の復活を疑った。死の訪れがあるま
で偽りの野心に騙され、アッラーに対して悪魔に唆され
てしまったのだ。」

15 偽信者よ、今日アッラーの懲罰を受けないで済むよう
になる贖いはない｡アッラーへの不信仰を宣言した者か
ら受け入れられるような贖いはなく、あなたたちと不信
仰者の行き先は火獄であって、その方があなたたちに相
応しく、お似合いである｡なんとおぞましい行く末よ｡

16 アッラーとその使徒を信じる者には、そろそろ至高の
アッラーを思い起こすことやクルアーンで啓示された約
束や警告で心が柔らかくなり、安らぐようになったのでは

ないか｡律法を与えられたユダヤ教徒や福音書を与えられたキリスト教徒のように、心を頑なにさせてはならない｡時代を経て預
言者が遣わされる間隔が広がったために彼らの心は頑なになってしまい、多くの者がアッラーに背くようになってしまった｡

17 アッラーは大地が渇いた後で芽吹かせることによって生き返らせるのを知るがよい｡人々よ、あなたたちがアッラーの御力と唯
一性について考えられるように、われらは様々な証拠を明らかにした｡大地を死んだ後で生き返らせることのできる御方はあなた
たちを死後に復活させることもでき、頑なになった心を柔らかくすることもできるのがわかるだろう｡

18 自分の財産の一部を恩着せがましい態度や相手の気持ちを害することなく快く施す男女には、その行いへの報奨が倍増され
る｡一つの善行が十倍から七百倍にも、それ以上にも倍加され、それに加えてアッラーの御許における天国という素晴らしい報奨
があるのである｡

本諸節の功徳:
●信者には目前や右側を先導する光をお与えになるというアッラーの恩恵｡
●違反や偽善は、審判の日における暗闇と破滅の原因である｡
●信者に復活への疑念を植え付けようとし、期待に欺かれ、悪魔に唆されるのは、偽信者の特徴である｡
●心の頑迷さにつながる不注意・無関心の危険性｡

部 27539鉄章



19 アッラーとその使徒たちを分け隔てなく信じる者こそ
が誠実な者である｡また、殉教者には、主の御許で特別
に用意された素晴らしい報奨があり、審判の日には目の
前や右側を先導する己の光があるだろう｡だが、アッラー
とその使徒たちを信じようとせず、われらが使徒に啓示
した章句を否定する者は火獄の民であり、審判の日には
そこに永遠に留まり、出られないのである｡

20 この世の暮らしは身体が遊ぶ戯れ、心が楽しむ享
楽、着飾る装飾、権勢の誇り合い、富や子孫の数で見栄
を張り合うことに過ぎないということを知るがよい｡それ
はまるで、雨によって育った植物に喜ぶ農民のようなも
の｡緑の植物はやがて枯れ、黄色くなり、アッラーによっ
て散り散りにされてしまう。あの世では不信仰者や偽信
者に激しい懲罰があり、信者たるアッラーの僕たちに罪
のお赦しとお悦びがある｡所詮この世の暮らしは、定まる
ことのない過ぎ行く楽しみに過ぎないのだ｡あの世の恩
恵よりもこの世の享楽を優先させる者は、騙された損失
者なのである｡

21 人々よ、悔悟や犠牲の施しなど、罪の贖いとなる善行
に勤しむがよい｡あなたたちはそれによって天地ほどの
楽園を得られるだろう｡この楽園はアッラーがかれとそ
の使徒たちを信じる者に用意されたものである｡そうした
報奨はアッラーがお望みの者に与えられるものであり、
至高のアッラーは信者たる僕たちに広大な恩恵を与えら
れる御方であられる｡

22 旱魃(かんばつ)などの地上における災難や人間自身
に降りかかる災難は、われらが被造物を創造する前に守
られた碑版に定められていることであり、アッラーにとっ
ては容易いことである｡

23 人間よ、それはあなたたちが失ったものや得たもので
過度に悲しんだり喜んだりしないためである｡本当にア
ッラーは、与えられた恵みで傲慢に威張る者がお嫌いで
ある｡

24 費やすべきものを出し惜しみ、他の人にも出し惜しみを勧める者は損失者である｡アッラーへの忠義から背く者がアッラーを害
することはなく、自分自身を害するだけである｡本当にアッラーは満ち足りた御方であり、僕たちの忠義を必要とされることはな
く、どんな状態であれ称えられる御方｡

本諸節の功徳:
●この世とその様々な欲望から身を律することやあの世とその永久の恩恵を望むよう奨励することは、正道を歩む助けとなる｡
●定命への信仰は必須である｡
●定命への信仰の利点の一つ、それはこの世にかかわるものを失ったときにも悲しまないで済むことである｡
●吝嗇とその奨励は、信者には似つかわしくない卑しい性質である｡
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25 われらは数々の明白な証拠や啓典と共に使徒たちを
遣わし、人々の間を公平に裁くための秤をもたらした｡ま
た、われらは武器作りや人々の産業に役立つ強力な鉄を
もたらした｡それはアッラーがその僕たちにも明らかなか
たちで、目にしたことのないかれを援助する僕が誰かを
知らしめるためである｡本当にアッラーは無敵で強力な
御方であり、できないことは何もない｡

26 われらはヌーフとイブラーヒームを遣わし、彼らの子
孫に預言者としての使命を与え、啓典を下した｡二人の子
孫の中には、正道へ導かれた者もあれば、成功の恵みを
受けた者もあるが、多くの者がアッラーへの忠義の道か
らは逸れてしまったのもまた事実である｡

27 それからわれらは使徒を続けて共同体に遣わした｡
われらはマルヤムの子イーサーを福音書と共に遣わし、
彼を信じて従った者たちの心に温情と慈悲をもたらした
ため、お互いに愛し合い慈しみ合うこととなったが、信仰
において逸脱し極端に走ってしまった｡そうして彼らはア
ッラーの許可された結婚やこの世の楽しみをわれらが求
めてもいないのに放棄してしまい、信仰における逸脱と
して己に課すようになって、われらが求めたアッラーのお
悦びにかなうことには従わなかったのである｡われらは
彼らの中で信じる者に報奨を与えるが、多くの者はかれ
の使徒ムハンマドがもたらしたものを否定することでア
ッラーへの忠義から離れてしまった｡

28 アッラーを信じ、その教えにのっとって行動する者よ、
ご命令を果たし、禁止を避けることでアッラーを意識し
て、その使徒を信じるのだ｡あなたたちがムハンマドを信
じ、それ以前の使徒たちを信じることで二つの報奨を与
えていただけるだろう｡そしてこの世での人生を導いてく
れ、審判の日に橋を照らしてくれる光を与えて下さり、罪
を咎めることなく覆い隠して赦して下さるだろう｡至高の
アッラーは何度も赦して下さる慈悲深い御方なのである｡

29 信者よ、われらはあなたたちのために用意した、倍加された報奨という偉大な恩恵を明らかにした｡ユダヤ教徒やキリスト教徒
といった啓典の民にも、アッラーの恩恵を前に好き勝手に与奪を操ることができるわけではなく、恩恵を与えられるのは至高のア
ッラーだけであり、お望みの者にその恩恵を与えられるのだということがわかるように、である｡アッラーこそは、お望みの僕に特別
な恩恵を与えられる偉大な恩恵の持ち主である｡

本諸節の功徳:
●真理には必ずそれを守り、広める力がある｡
●天啓の教えにおける公平さの重要性は明らかである｡
●信仰深く敬虔な人との血縁は、血縁者本人に信仰がない限り何の役にも立たない｡
●宗教における逸脱行為の禁止｡
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